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富山市地域公共交通網形成計画に係る平成３０年度実施事業について 

 

公共交通の活性化に向けた基本方針における交通施策について 

本計画の各基本方針における、平成３０年度の主な交通施策の取り組みは、次のとおりで

ある。 

 
１ 基本方針① 公共交通軸の活性化によるコンパクトなまちづくりの実現  
（１）鉄軌道活性化計画（地域公共交通網形成計画 142P～） 

１）ＪＲ高山本線の増便 
事業主体：西日本旅客鉄道㈱・富山市 

内容：利用者が多く、増便の効果が高い朝夕の時間帯の増便（４１本／日のうち７

本／日）運行を継続して行う。 
 

２）富山地方鉄道不二越・上滝線の増便 
事業主体：富山地方鉄道㈱ 

内容：富山地方鉄道㈱が、増発社会実験時と同等の５８本／日（平日）の運行を引

き続き行う。 
 

３）新改札の設置等による機能強化 

事業主体：あいの風とやま鉄道㈱・富山市 

内容：東富山駅東側地区での住居系を主とする開発により、駅周辺居住者の増加が

見込まれることから、駅利用者の利便性向上のため、東富山駅東口改札の設

置に係る測量・基本設計を行う。 
 

４）新駅整備 

事業主体：あいの風とやま鉄道㈱・国・富山県・富山市 

内容：あいの風富山鉄道線「富山～東富山」駅間の下冨居外地内県有地の開発にあ

わせ、鉄道の利便性向上を図るため、新駅の詳細設計を行う。 

 
５）パーク＆ライド駐車場の整備 

事業主体：富山地方鉄道㈱・富山県・富山市 

内容：月岡駅パーク＆ライド駐車場の拡張整備を実施する。 
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  ３）ＩＣＴを活用した公共交通機関のロケーション情報などの配信 

事業主体：富山県・富山市・富山地方鉄道㈱ 

内容：渋滞（特に降雪期）などで定時性の確保が困難なバスを、安心して待つこと

ができるよう、富山県では、県内全域の民営バスと公営バスを網羅したバス

ロケーションシステムの整備を検討することとしており、今後、交通事業者

や公営バス事業者等で構成するワーキンググループにおいて、費用負担やシ

ステム機能、維持管理体制について協議する。 
 

 
 

 


